
【質問の要旨】　一問一答方式（30分）
１、教職員の多忙化解消、
　　処遇改善関係について
（１）変形労働時間制に対する市教委の見解を問う。
（２）超過勤務を是正するには、正規教師の増員はもちろん、学
　　校閉庁日を増やすことも必要ではないか。
（３）各学校では、教職員が年休を５日以上取得するために、ど
　　のような対応をとっているのか。　　
２、就職氷河期世代支援について
（１）国は、地域における就職氷河期世代支援事業に取組むと
　　しているが、市として就職氷河期世代を対象とした職員
　　の採用を行う考えがないか。

３、高齢者世帯に対する
　　ゴミ出し支援事業について　　
（１）高齢者に優しい富山市へ。高齢者世帯のゴミ出しに対す
　　る支援事業の実施について見解を問う。　　　　　  
４、プラスチックごみについて　　
（１）富山市のプラスチックごみの過去３年間の収集量は。
（２）処理方法及びそれぞれの処理量を問う。
（３）プラスチックごみの減量対策を推進すべき。
　　市として、今後どのように進めるのか。
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３月議会開会中（２/2８～３/2５）　　　　傍聴においでください！
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☞小西 直樹議員
な　お　　　き あ　か　　ぼ　し

☞赤星ゆかり議員

富山市議会

３/1１（水）
午前10:00
　　　からの予定

３/12（木）
午前10:25頃
　　　からの予定

３/1１（水）
午前10:00
　　　からの予定

３/12（木）
午前10:25頃
　　　からの予定

ぜひ！

☞６階の「日本共産党」控室にお気軽にお立ち寄りください！
　　 質問原稿などお渡しできます。

☞３/１２午後からは「政務活動費のあり方検討会」
議長から、『市議会だより』しんぶん赤旗への折り込みの是非、
「おかしいですよ！自民の態度」という見出しについて検討を指示。
一方、自民党会派などは広聴広報費がゼロに。ぜひ、傍聴ください！

富山市議会インターネット中継（生・録画）
ケーブルテレビ生中継もごらんください。

←

検索←←

一般質問のお知らせ

【質問の要旨】　一問一答方式（30分）

１、新型コロナウィルス対策について
（１）いっせい休校による子どもたちの居場所確保について。
ア　民間学童保育所の開設状況と支援策は。
イ　地域に委託している「子ども会」の開設状況と支援策は。

２、ジェンダー平等と校則について
（１）市立中学校で「男子」「女子」にこだわらずズボン、スカー
　　トなど選べる制服が導入されている学校はあるか。
（２）全ての学校で、選べる制服を導入すべきではないか。
（３）全国で「ブラック校則」の廃止や見直しが行われている。
　　中学校校則で「下着は白」などの指定は、廃止すべきでは。
（４）小中学校におけるジェンダー平等の教育は。

３、子ども医療費助成について
（１）市として富山県に助成年齢の引き上げを要望すべき。
（２）１８歳までの医療費無料化検討を。

４、難聴者支援について
（１）国は、都道府県・政令市・中核市の貸し出し用ヒアリン
　　グループ整備費用１／２補助制度を開始した。市の公共
　　施設にヒアリングループの整備も含め、聞き取りやすい
　　環境整備を進められたい。

５、公共交通について
（１）地域自主運行バスに対して、バス車両のラッピングや、先
　　進地視察、大学教授など公共交通に詳しい専門家のアド
　　バイスを受けるなどの支援策を講じられたい。
（２）新年度予算で路面電車に全国共通の交通系カード導入の
　　ための車載器開発費用が盛り込まれた。各地域のコミュ
　　ニティバス、地域自主運行バスにも、利便性向上、利用者
　　拡大策の一つとして、ICカードを導入できないか。
（３）地域自主運行バスは実施できる地域は限られている。
　　市として全市的に公共交通空白・不便地域解消について、
　　どう考えているか。

質問開始時間が前後する
　　　　　　場合もあります。

傍聴は
申し込

み
必要。


